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京都の紫雲山くろ谷金戒光明寺の塔頭顕容院に、数多く伝えられている庸軒流

茶書。それらを翻刻するシリーズの第 2弾。

本書は、藤村庸軒 (1613～ 99)の孫弟子、風後庵又夢久保可季による享保 8年
(1723)成 立の茶書。風後庵又夢の師、鳩庵横井等甫から伝授された 「庸軒流

茶法」40巻、「七ヶ条紅秘切紙」 3巻の内容を盛 り込み、庸軒流茶法を詳述し

たものである。
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京都の繁要山くろ谷金戒光明寺の塔頭である顕答
院には多くの庸軒流茶言が伝えられている。本書に

は、その中から′息子の正員が庸軒の茶話を筆記した

と思われる『謀村庸軒茶談』のほか、観由によって定
められた庸軒流茶道の基本となる稽せ次第を中慮

に収める。

白寄顕成著

>A5判・総1848頁/定イ両36,750円 甑5%込 )

ISBN978‐ 4‐7842‐ 1456-3

熊村庸軒 (1613～ 1699)は、儒者。儒学者であり、漠
学・琴口学にわたる広い教奏と、卓逮した美的センスによ
り、漠詩・Ara歌・件庭・花道・茶具の製作にオ能を発揮
した。多くの文人墨客との交わりをその詩集に書き残して
いる。また、創意工夫による独自の茶の技を展開し、道と
しての解脱に至り、庸軒流茶道を完成させた。本書は、
庸軒の生涯の動向を、文献学的方法にもとづき歳ごとに
明かした異色の年譜考。

藤村庸軒年譜考 陰2M
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本書は、一族の人々。
F再 弟逹。儒教の師・茶道の節・友人の

儒者。医師逹の事蹟をたどることで、藤村庸軒の実態について

新たな角度からのアプローチを試みる。

《掲載人物》【二宅亡半】漠挙の旨千/【十宗旦】茶道の節/【藤村恕堅】
庸軒長男/【藤村工員】庸軒二男/【久須見疎安】庸軒娘壻/【 )ヒ村幽
安】痛軒F伺 弟/【山本遅庵】庸軒の門人/【大文字屋宗積】庸軒縁威 /
【有馬涼及】庸軒の友人/【田屋検井等恰】庸軒の義父
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藤村庸軒の三男藤村工員 (1650～ 1733)の事跡について、
自者『蘭宣草』のほ録作品 (漠詩・不口歌など)にそいながら、生

涯の動向を歳ごとに明かした異色の年譜考。漠詩にみられる欠

庸軒ほか一族との交流や、広汎な諸資料 1こ もとづいた京坂の

茶人・文人たちとの交わt'は、茶道を軸とした逹世文化史の一

根1面をイ云える趣きを備えた一言。


